
（様式２）

※１～６：所管課記入、７：指定管理者記入、８～９：指定管理者及び所管課記入、10：指定管理者及び所管課記入（実施した場合）

所管部・課

指定管理者 一般財団法人 公園財団

１ 施設名等

住所

施設名 電話

ホームページ

２ 施設の概要

設置年月 昭和・平成・令和１４年４月 根拠条例等

水辺エリア：環境管理棟、トイレ、駐車場、園路、渓流園地、あづまや、展望台、ビオト－プ

森林エリア：森林学習棟、あづまや、森林トイレ、駐車場、園路

開園面積：49.67ha

無料

開所日 ・管理事務所開所日：4/1～12/28、1/4～3/31(閉所日は12/29～1/3) ・トイレ4箇所冬季閉鎖（12/1～3/31)

開所時間

３ 現指定管理者前の管理運営状況

～平成21年度 直営 －

平成22年度～24年度 指定管理

平成25年度～29年度 指定管理

平成30年度～令和4年度 指定管理

４ 報告年度の指定管理者等

指定管理者 (一財)公園財団 指定期間

選定方法 公募（応募者数：1）

５ 指定管理料（決算ベース）

※（Ａ）：当該年度、（Ｂ）：前年度（以下同じ）

31,805 千円 千円 千円

６ 指定管理者が行う業務

・本緑地（備品等を含む）の維持管理、利活用に関する業務及びこれに付帯する業務

・「烏川渓谷緑地市民会議」の運営、活動等に関する業務及びこれに付帯する業務

指定管理者制度導入施設の管理運営状況 【対象年度：令和４年度】

令和4年度（A）

長野県烏川渓谷緑地

令和 3年度（B）

設置目的

施設内容

建設部都市・まちづくり課（安曇野建設事務所）

利用料金

差（A）－（B）

期 間 管 理 形 態 管理受託者又は指定管理者等

(一財)公園財団

(一財)公園財団

平成30年4月1日 ～ 令和5年3月31日（5年間）

増減
理由

燃料費高騰に伴う増額

長野県安曇野市堀金烏川26

０２６３－７３－０２０３

http://karasugawa.com/

長野県都市公園条例

・管理事務所開所時間：8時30分から17時15分まで

31,695

(一財)公園財団

住民福祉の増進に寄与することを目的として、貴重な自然環境の保護・保全に配慮し、一般住民に自然とのふれあい、自然体験・学習、
レクリエーション、文化活動などの場を提供するため。
この目的達成のため、行政と市民との協働による緑地の管理・活動を実施。

110

1/7



（様式２）

７ 利用実績等

（１）利用実績【指標：利用者数・利用件数・稼動率】 （単位：人、件、％）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和４年度（Ａ） 3,110 4,970 4,110 7,970 9,110 2,280 2,040 1,400 650 560 670 1,150 38,020

令和３年度（Ｂ） 2,000 2,650 1,720 5,330 8,390 2,480 2,730 2,180 580 670 500 890 30,120

（Ａ）/（Ｂ） 155.5 187.5 239.0 149.5 108.6 91.9 74.7 64.2 112.1 83.6 134.0 129.2 126.2

（２）利用料金収入 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和 年度（Ａ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

令和 年度（Ｂ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（Ａ）/（Ｂ） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

増減要因等

増減要因等

・4月～6月 4月好天が続き月の半分が気温20度を超えた。5月ゴールデンウイーク中夏日、その後も好
天。6月6日梅雨入りし、前半天候不良、後半好天となった。コロナウイルス警戒レベル松本圏域は4月中
Lv5 継続、5/23にLv5→3、6月はLv3継続となるなどコロナの影響があった。3か月の好天とコロナウイルス
の影響により密を避け、野外で行楽を楽しむ傾向から利用者の大幅増となった。（前年比 191.4％）

・7月～9月 7月は上旬猛暑・中旬天候不良下旬猛暑、8月も30度を超える猛暑が20日以上続いた、9月は
1，3日の全線豪雨シルバーウィーク期間中の台風14号19-20日・15号24日などの天候不順が続いた。また
コロナウイルス警戒レベル松本圏域が7/24にLv4→Lv5、8/8にLv6を経て9/13「医療非常事態宣言」解除
Lv6→5、「医療特別警報」解除Lv5→4とコロナの影響が続いた。7月29日から熊の目撃情報が相次ぎ30日
以降には熊棚が発見されるなど利用者に危険と判断された水辺エリア右岸を9月30日まで閉鎖したが閉鎖
区域以外での利用者が増え、全体で前年度より増となった。（前年度比 119.5％）

・10月～12月 10月は雨天は少なかったが前半は曇天、後半は寒気の影響により平均気温が10度を下回る
状況であった。11月は上旬に氷点下となり紅葉期間が短く、下旬は週末に天候不順が続いた。12月は例年
より降雪が遅く比較的好天であった。コロナウイルス警戒レベル松本圏域は10/4 Lv4→3、10/20 Lv3→

４、11/4Lv4→5、12月はLv5継続であった。紅葉シーズンの天候に恵まれなかったことが前年度からの利

用者減の要因となった。（前年比 74.5％）

・１月～3月 1月は10年に1度程度の低温、2月はおおむね天候良好であったが2月11日大雪のため中南信
高速道路及び直轄国道が通行止めとなりイベント中止、3月は好天であった。コロナウイルス警戒レベル
松本圏域は1/30にLv5→4、2/6Lv４→3、この期間の天候が比較的良好であったため利用者増となった。
（前年度比 115.5％）

全体として前年度比126.2％。天候に左右されるところも大きいが、令和4年度はコロナウイルスの蔓延に
伴い、密を避けての憩いの場として利用された考えられる。
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（様式２）

（３）利用料金見直しの状況（前年度と比べて）

見直しの有無

（４）開所日・時間の見直し等の状況（前年度と比べて）

令和４年度（Ａ）：359日 令和４年度（Ａ）：8:30～17：15

令和３年度（Ｂ）：359日 令和３年度（B）：8:30～17：15

（５）サービス向上のため実施した内容

（６）その他実施した取組内容

見直した場合はその内容

有 ・ 無

開所日数 開所時間

・ビジターセンター機能の強化として、レクチャールームの剥製等標本の追加制作及び本緑地の旬情報、標本解説、園内ガイドを
実施した。

・スタッフによる案内ガイドを求めない利用者のためにセルフガイドを作成・配置した。（紅葉、冬芽、木の実、鳥の羽等）

・安曇野市内小学校の宿泊学習に伴う環境学習や近隣宿泊施設を利用する学校団体への環境学習対応を実施した。下見実施時に希
望する学習内容及び実施方法を確認し、団体ごとのニーズに応じたきめ細やかな利用対応を行った。荒天時は雨天プログラム等時
間短縮プログラム提供を行った。

・繁忙期における駐車場の円滑利用のため、駐車場誘導案内員を配置し整理を行った。

・SNS（ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ・ﾂｲｯﾀｰ）を本格的に運用し、イベントや自然情報、ツキノワグマの出没状況や烏川の水位情報等安全管理につい
てもリアルタイムで発信した。

・安曇野市観光協会に加盟し、取材等を呼び込んだ。信州環境カレッジやSDGｓプロジェクト等長野県が推進する事業に積極的に
連携した。

・利用状況に応じてトイレ清掃の頻度を上げたほか、トイレ美化として生花を飾り清潔かつ快適な環境維持に努めた。

・日々の園内巡視の実施により、園内情報、自然情報の収集、把握に努め、レクチャルーム及び園内でのインタープリテーション
実施に活用した。

・環境管理事務所配置スタッフは、「サービス接遇検定」の資格を取得したり、「救急救命講習」、「安全衛生法令関係講習」を
受けるなど資質向上に努めた。

見直しの有無 見直した場合はその内容

有 ・ 無

・県による『森林エリア森林学習棟』新設及び『環境学習棟増築』にあたり、展示物のリニューアル・増補を行った。

・見どころの一つとなっている『カタクリ』生息地の生態学的調査を、財団本部の資金を活用し、信州大学農学部（大窪教授）の
協力得て３年間の継続調査の結果が取りまとめられ、貴重な生態空間を形成していることが示唆された。

・『信州山保育研究会』を長野県と安曇野関係部局と調整した。長野県環境部が実施する「せせらぎサイエンス指導者研修会」の
会場として公園内ビオトープ等を提供し、環境教育の指導者を育てる事業に協力した。安曇野市が実施する「里山再生プロジェク
ト」や「安曇野市民環境ネットワーク」等に参加し、地域貢献や連携に努めた。
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（様式２）

（７）利用者の主な声及びその対応状況

・もっと宣伝していいと思います。

・いっぱい良いものがあってよかったから展示室楽しかったです。イベントにも
参加したいです。
・あまり鳥に会えなかったので次回はあってみたい。

・標本は興味深くてよかった。写真もたくさん展示されるとよい。
・からすの学校など自然の奥深さを知る機会を今後設定してください。
・広い公園管理は大変ですね。最近大雨が続き、ご苦労されていると思います
がよい公園だと思いますので維持管理頑張ってください。
・長野で川遊びができてとてもうれしいです。水がきれいだし、とても冷たくてよ
かったです。無料で利用させていただいてありがたいです。
･この豊かな自然をいつまでも大切に守っていきたいと感じました。そこに暮ら
す様々な生物たちと出会え、見ごたえがありました。丁寧な説明をいただき、あ
りがとうございました。

テーマについて
・動物（野鳥、冬の小動物、カエル、ネズミ、川の生き物、哺乳類）の生態など
・植物（コケ、芽吹き、シダ、花、高山植物、木の実、葉、カエデ種類、樹木）
・その他（山菜・キノコ、外来種対策、地形・地質、岩石種類)
・夜の観察会（夜行性の動物観察）
・写真教室（撮影方法）

・多種多様な行事開催へのご意見、要望を頂戴し、次年
度以降の開催に向けて実施内容の検討を行った。
・令和４年度は、オオルリ観察会・安曇野の堰の歴史ガ
イド・樹木医がご案内する樹木観察・植物写真教室ワー
クショップ・ツキノワグマ学習会・動物のお話と音楽・
こうもりのふしぎ学習会・ムササビ学習会・斧研沢はタ
イムカプセル・コケテラリウム教室・アニマルトラッキ
ング学習会・シカ角アクセサリーづくり等を実施した。

○利用者へのアンケート調査結果でのご意見・要望等

○行事開催について以下の要望､ご意見があった

○今後取り上げてほしい題材、内容について

・ホームページ、ツイッター、フェイスブックで烏川渓谷緑地の
様々な情報を発信。
・「からすの学校」等で多数のイベントを企画、また、その情報
を発信。
・野鳥観察会を行っているので参加できるよう情報発信。

・標本、写真ともに増補。充実を図った。
・「からすの学校」については毎年恒例なものに加えて回数・
内容の充実を図った。
・園内の動植物等大切に保護しつつ維持管理に努めた。

・今後とも園内の環境管理に努めていく。

・今後とも園内の管理・展示等の充実に努め、来園者への丁
寧な対応を行っていく。

・無料でやって頂けてうれしかったです。
・知識のある方と歩くと一人で歩くより何倍も楽しいです。。
・座学、フィールドワークのバランスが良く充実しました。
・専門家の説明を聞きながらの山歩きは格別でした。
・ワークショップ方式で面白かった。

・烏川渓谷緑地生息する野生生物を題材に、自然観察・
フィールドワークを盛り込んで実施する。
・講師の専門的な分野をわかりやすく、楽しく学べるこ
とを大切にしながら実施して行く。
・ワークショップ形式など、参加者自身も作業を通じ
て、参加者同士の学習に参画するコミュニケーションの
場を盛り込んで実施して行く。
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（様式２）

８ 管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価を記入） ※項目は施設の状況に応じ加除修正してください。

評価

A

項目

施設の目的に
沿った管理運営

・烏川渓谷の貴重な自然を守り、動植物の保全・育成活
動を推進するため、植物管理は緑地スタッフ１人１人の
スキル向上に向け、経験豊富なスタッフが同行の上、各
作業を実施した。除去すべき植物、保全利活用すべき植
物、動物・昆虫等が利用する植物などきめ細やかに対応
しながら維持管理を実施した。新たに自然資源マップを
作成し、情報共有に努めた。
・園内利用においては、利用者への適切な案内、利用状
況を踏まえた園内清掃の徹底により、安全、快適で清潔
な利用環境の維持に努めた。特に禁止行為となったＢＢ
Ｑ利用を希望し来園されたお客様への適切な案内、近隣
施設へのご案内及び、環境保全への取り組みについて丁
寧に説明し理解を深める取り組みを行った。新たに資料
を作成し、より分かりやすく説明した。
・夏期川遊び利用における堰堤からの飛び込みに対し、
安全確保に向けた飛び込み禁止看板設置及び利用者指
導、注意喚起に努めた。
・地元安曇野市及び松本市をはじめとする学校団体利用
における環境学習では、河川、樹林等緑地の自然資源を
最大限活用し、自然体験型環境教育の場としての利活用
及び普及啓発に努め、質の高いプログラム提供を行っ
た。新たにSDGｓに対応したプログラムを実施した。
・近隣宿泊施設と連携した取組みとして、学習目的の宿
泊団体へ環境学習プログラムの提供を行った。
・市民協働・地域連携を推進するため、定期的に「市民
会議」を開催、市民と協働したイベント開催による利用
促進や情報収集を実施したほか、緑地内での植物調査等
のサポートも行った。さらに、地域とともに緑地を育む
ため、安曇野市が主管する「パークコミュニティ会議」
に参加し、情報交換や連携イベントを行った。
・安全、安心を第一に、心癒される緑地を提供するた
め、スタッフの挨拶をはじめ、利用者が気持ちよく過ご
すことのできる環境づくりに努めた。お客様の安全確保
のため、園内巡視をおこない、徹底した支障樹木、支障
枝、枯損木の除去行った。
・障がい者就労に関しては、長野県セルプセンター協議
会から6月、7月、11月に合計30名で笹刈り、落ち葉掃
き、除草作業などの作業をお願いした。
・長野県が推進する省エネルギー対策活動への参画とし
て、「クールシェアスポット」へ登録した。同時に、本
緑地をクールスポットとして紹介できたことで夏季の利
用促進を図った。
・建設事務所との連携によるツキノワグマ活動時期にお
ける利用者の安全確保を図った。ツキノワグマ目撃情
報、フィールドサイン確認状況に応じて臨時閉園、利用
制限区域の設定、笹刈等環境管理など迅速な対応を行っ
た。
・ツキノワグマ対策講習会及び普通救命講習会を国営ア
ルプスあづみの公園管理センターと共同で開催し、隣接
する施設との連携による取り組みを実施した。

・協定書、仕様書及び年度計画書に基づき、施
設の目的に沿った管理運営を適切に実施してい
た。
・平成27年度からのバーベキュー禁止措置につ
いて、緑地利用者へ丁寧な案内を心掛け、適切
に対処していた。

・安曇野市内のほとんどの小学校から環境学習
の依頼をうけるなど、地元教育関係者からの評
判も良く、施設の有効利用に寄与していた。

・市民会議事務局として県と市民会議との調整
を密に行い、円滑な管理運営をしていた。

・障がい者雇用については長野県セルプセン
ター協議会に依頼し、合計30名の作業が行わ
れ、就労・活動の場を創出した。

・ツキノワグマ対応策として、国営公園と共同
で講習会を開催するなど、利用者の安全・安心
の確保に配慮して行動していた。

A
平等な利用の
確保

・ホームページや看板を通じて本緑地の利用方法やルー
ルを正確に 情報提供した。
・イベント開催の際は受付時期を１ヶ月前とし、ホーム
ページに掲載し、申し込み者の平等性を確保した。
・山菜・きのこ採取及び昆虫採集目的の利用者へ環境保
全の取り組みについて丁寧に説明を行い、後から来園さ
れる利用者にも配慮した公園利用案内を行った。
・平等利用の観点から、利用者の声を幅広く収集するこ
とを目的とした「モバイルご意見箱」を継続して実施し
た。
・愛犬家の園内利用マナー向上の取り組みとしてマナー
アップ作戦でのチラシ、マナー袋配布並びにマナーボト
ル（水）の貸し出しを行った。
・愛犬の無駄吠え、リード外しでの川遊び禁止の注意喚
起を行った。

・イベント開催の際は、利用者に対する平等な
利用確保に努めていた。

・園内巡視を行う際は、利用者に対し親切・丁
寧な案内を心掛け、心地よく緑地内を利用でき
るよう配慮していた。

・愛犬家の園内利用マナー向上の取り組みを積
極的に行っていた。

指 定 管 理 者 所 管 課
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＜評価区分＞ Ａ：仕様書等の内容を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ｂ：おおむね仕様書等の内容どおりの成果があり、適正な管理運営が行われている。
Ｃ：仕様書等の内容を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要である。
Ｄ：仕様書等の内容に対し、重大な不適切な事項が認められ改善を要する。

・県のコロナ対策指針に従い屋外イベントを継続し
てコロナ禍前と同水準の回数を実施し、イベント参
加者へのアンケート調査から好評な評価が得られ
た。コロナ対策を実践しながら、引き続き良好な管
理運営をしていただきたい。
・指定管理者により提出された収支状況等資料か
ら、優れた管理運営がなされていると判断できる。

A

・限られた予算の中で、緑地利用者へのサービ
ス低下に繋がらないよう配慮し、適切に管理運
営が行われていた。

B

自主事業

総合評価

A

職員・管理体制 A

・緑地の管理業務を行うために必要な知識と技
術を持つ、経験豊富な職員が配置されていた。

・繁忙期には臨時スタッフによる駐車場誘導を
行なう等、的確な管理体制の確保に努めてい
た。

A

・常勤職員：５名、臨時職員：２名、計７名
・繁忙期には臨時的に誘導警備員を配置し、体制を強化
した。
・「普通救命講習」修了者や「サービス接遇検定」取得
者を配置し、安全第一に利用者サービスを実施できた。

利用者サービス
向上の取組

・公式HPは随時更新を行い、園内の自然資源やイベント
情報の告知及び旬情報提供に努めた。 また、SNS
（フェイスブック、ツイッター）を継続した。
・イベント終了後、参加者アンケートを実施。利用者
ニーズを把握し、管理運営へ反映するための判断材料と
し、サービスの提供や改善に努めた。
・利用満足度を図るため来園者アンケート調査を実施。
利用者のご意見を収集し管理運営に反映させた。
・イベント開催においては、緑地内の自然資源、環境資
源を最大限活用すべく企画内容を吟味し、参加者の満足
度の高いイベントを実施した。参加者からの期待度の高
いカタクリやオオルリ観察のイベントや、烏川渓谷緑地
に出没するツキノワグマと共存する方法の学習会ほか生
息する動物・昆虫の学習会、歴史文化に関する学習会、
緑地の資源を活用した企画内容とし、幅広いニーズに対
応したイベントを実施した。
・長野県が推進する信州山の日、SDGｓプロジェクト、
信州環境カレッジと連動したイベントを企画し実施し
た。
・イベント募集に際しては、松本市、安曇野市の市政記
者クラブを活用。毎回プレスリリースによりパブリシ
ティーによる募集記事、開催記事掲載に努めた（新聞掲
載等48件）。 また、近隣の図書館、公民館、宿泊施
設、観光協会等へチラシを配布し、情報提供と参加促進
に努めた。
・当財団が共同体代表として維持管理を行う国営アルプ
スあづみの公園にてチラシを配布し情報提供と参加促進
に努めた。
・繁忙期には管理事務所スタッフ及び専門スタッフによ
る駐車場誘導を行ない円滑な利用サービスに努めた。
・長野県が推進するSDGｓプロジェクトや信州環境カ
レッジへのプログラム登録を行い、周知を図った。

・公式ホームページによる情報の発信、プレス
リリースや安曇野市広報への掲載など利用者に
向けての情報発信に努めていた。
・緑地利用者及びイベント参加者のアンケート
からニーズの把握に努め、業務改善等に反映さ
せていた。

・緑地の自然資源を活用した企画を多く取り入
れ、幅広いニーズに対応したイベントを開催
し、多くの参加者から好評を得ていた。今後も
自然体験型環境教育の場として利用者、参加者
から大いに期待されている。
・令和４年度は、ソーシャルディスタンスに配
慮した定員数としたうえで、「長野県新型コロ
ナウイルス感染症対応方針」に従い事前受付指
先消毒・受付時検温を行うなどコロナ対策を行
いクラスター元とならないようにし、継続して
イベントが出来るよう努めた。

・公園の自然資源を活用したイベントや環境学習プログラム
の実施を通じて、長野県の豊かな環境を啓発できた。
・展示等に反映すべく写真や標本を収集・製作し、烏川渓谷
緑地らしい野生生物をテーマとする展示解説に活用ができ
た。
・新型コロナ感染症が収束しない中で、利用者アンケートなど
からお客様に好評価をいただけたように、限られた予算の中
で、一定の水準を確保する指定管理業務が実施できた。

・自主事業では、市民会議活動で産出した「ヒノキ・サワラ」を
木材として販売した。また、ニーズのある自動販売機を設置
した。収益は、市民活動における消耗品購入やノベルティー
グッズを制作し、市民活動や広報宣伝活動に還元した。
・イベントでは、コケテラリウムづくりで見どころとなっている
「コケの道」の周知や竹林保全活動をしている市民団体との
連携につなげた。
・カタクリ生息地調査結果の活用と近隣宿泊施設とのさらな
る連携事業として、近隣ホテル宿泊者を対象に5月～8月まで
ウォーキングツアーガイドを行った。

・県、市民会議と協議しながら、緑地の保護、保全を
目的としたボランティア活動を実施し、園内で発生し
た間伐材の売却益を市民会議活動支援費に充てる
と共に、イベントを開催する等の工夫が見られた。
・以前より要望があった自動販売機を設置し、利用
者のニーズに応えた。

収支状況

・指定管理料収入31,805千円。 支出 32,405千円
指定管理収支においては、実施作業等への優先順位付

により収支バランス良く効率的に管理運営ができた。
・自主事業 収入105.6千円。 支出105.5千円
公園利用者へ便益性及びサービスの向上を図るため自

動販売機を設置した。市民会議の活動により間伐した木
材の販売収入があった。また、コケテラリウムイベント
及びシカ角アクセサリー作り参加費収入が伸びた。
・自主事業収支においてはバランスよく効率的に活用で
きた。
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９ 施設管理運営の課題

項 目

10 第三者評価で指摘された事項の管理運営等への反映状況（第三者評価実施年度の翌年度以降に記載）

【実施年月日：令和２年 11月 20日】

１．収支報告等について、指定管理者に
指導、監督を行っていきます。

１．ホームページ、SNS(ツイッター・
フェイスブック）を随時更新し、イベン
トのお知らせをはじめ、各種取り組み、
四季の情報等をきめ細かく発信してい
る。

１.信州環境カレッジやＳＤＧｓプロ
ジェクト等長野県が推進する事業に積極
的に参画し、広報周知を図ります。
２.ＨＰ、ＳＮＳ等を通じ、イベント実
施報告や自然情報など公園の魅力を積極
的に発信します。

１．ホームページ、SNS(ツイッター・
フェイスブック）の活用、また、マスコ
ミへの周知を行っている。。

２．イベント実施の報告についてはツ
イッターの利用にて行っている。

１.アンケート等を通じ、お客様のニー
ズを的確に把握し、サービス向上をはじ
めとした自主事業を推進します。
２.安曇野市観光協会に入会するなど、
近隣施設との連携を深め、周遊性を考慮
した事業実施を図ります。

１．アンケートに答える事業を継続して
いる。

２．国営公園との連携イベントのほか安
曇野市・近隣施設（ホテル宿泊者への朝
のガイドウオーキングの実施等）との連
携を図って周遊性・回遊性を図る事業を
行っている。

１、２.指定管理業務が適正に履行でき
るよう職員一同資質向上に向け努力しま
す。実施状況については参加者、状況写
真等詳細に記録します。

１、２.研修記録、職員共有体制につい
て、指定管理者に指導、助言を行ってい
きます。

（収支状況）
１ 収支内訳表と総勘定元帳に差異が生じてい
るため、確認すること。

１.市民協働の取組を広げるために、新
たに安曇野市里山再生プロジェクトと連
携した行事等を企画していきます。
２.環境学習や体験学習への参加拡大の
ために、信州環境カレッジやＳＤＧｓプ
ロジェクトなどの団体向けプログラムに
登録し、広報拡大を図ります。

１.メールマガジンより双方向性の高い
ＳＮＳ（ツイッターやフェイスブック）
を活用し、日々の自然情報やイベント報
告を積極的に発信します。

１．総勘定元帳から収支報告書への転記
ミスが原因であり、複数の職員によるダ
ブルチェック体制をとり再発を防止しま
す。

（施設の目的に沿った管理運営）
１ 市民との協働イベントなどが、管理ボラン
ティアに発展するような取組みはできないの
か。
２ 安曇野市外の小学校からの学習も積極的に
受け入れてほしい。

（平等な利用の確保）
１ ＨＰでの告知など利用者にわかりやすい取
組みをしている。メールマガジンなども活用し
てはどうか。

（利用者サービス向上の取組）
１ 施設の存在を知らない人がまだ多いと思わ
れるので、広報についてはさらに工夫の余地が
ある。
２ イベント告知のみならず、イベント実施の
報告もHP等で周知できたらよい。

（自主事業）
１ 利用者からの要望である飲料水（自動販売
機）や苔玉の販売など良い取組みが行われてい
る。引き続き施設の特性を活かした事業をして
欲しい。
２ 隣接する国営公園と協働したイベント実績
もあるが、引き続き国営公園を含めた他施設と
の周遊性、回遊性を活かした事業を検討して欲
しい。

（職員・管理体制)
１ 管理計画に基づき研修が行われている。研
修の実施状況について記録を残して欲しい。
２ 管理方針について、職員全員で共有できる
体制を整えて欲しい。

指定管理者 所管課
第三者評価における指摘・意見等

１．市民協働の取組を広げるために、新
たに安曇野市里山再生プロジェクトと連
携した行事等を企画し、様々な団体・個
人に協力を呼び掛けている。
２．安曇野市以外の小学校をはじめ保育
園他、積極的に受け入れをしている。

管理運営等への反映状況

・管理事務所の閉所時間帯のトイレ利用案内等につい
て、指定管理者とともに検討して行きたい。

・指定管理者と協力し、利用者にマナー向上の協力を呼
び掛けたい。（利用方法が周知され、マナーの向上が見
られ、ごみ等の放置は減っている。）

・指定管理者と協議をしながら、小破修繕工事等によ
り、緊急性の高い樹木は除去している。

・施設台帳・長寿命化計画の共有を図り、優先順位に基
づき劣化対策を行っていく。

・工具機械化による安全性の向上と作業の効率化を進め
たい。

指 定 管 理 者 所 管 課

施設の管理運営
の課題

・管理事務所閉所時間帯（職員不在時間帯）のトイレ等利用
に関する安全管理、保安対策

・管理事務所閉所時間帯（職員不在時間帯）のたき火、バー
ベキュー、＜ごみ片付け対策＜長野県との協力により、利用
方法の周知、マナーの向上が進んでいる。＞

・公園内樹木の成長による、倒木・落枝の危険性の増大。
（間伐の必要性が高まっている。）

・施設の経年劣化対策

・直営作業方法・体制の安全対策基準の高度化への対応

（総合評価）
１ 収支報告書については、記載数値と基とな
る書類と突合し正確に作成すること。

１．基礎となる資料を適正に作成し、そ
れに基づく報告書の正確な作成に努めま
す。

１．収支報告等について、指定管理者に
指導、監督を行っていきます。
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